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現在徳島県立文書館に寄託されている井口家文書
こうづき

（上月文書）は，東みよし町在住の旧徳島藩士井口

氏に伝来されてきた文書群であり，その主体部分は

播磨国などで活躍した上月氏に関するものである。

上月氏は室町・戦国期に播磨国・備前国（岡山

県）・美作国（同）などを支配した赤松氏の一族で

重臣として活躍した家である。本貫地は現在の兵庫
さ よう

県佐用郡佐用町で，同町には上月氏が築いた上月城

跡が残されている。この上月文書が井口氏に伝来さ

れた経緯は不明である。ただ，徳島大学附属図書館

所蔵「蜂須賀家家臣成立書并系図」によれば，井口

氏は蜂須賀氏が播磨国龍野を支配していた時に家臣

となっていること。上月氏が仕えた赤松氏が一時期

阿波国内に封ぜられていたことなどを考え合わせれ

ば，井口・上月両氏の間に何らかの関係があったこ

とが推察される１）。

この井口家文書（上月文書）のうち，『続群書類

従 第２１輯』２）所収の「上月記」との関連性が高い「南

方御退治条々」３）は昭和３１年（１９５６）に徳島県指定有

形文化財となり，平成２４年（２０１２）には上月文書を

含む井口家文書全体が徳島県指定文化財となってい

る。なお，『兵庫県史 史料篇 中世九』４）に上月文

書の解読文が掲載されており，徳島県立文書館では

その写真版が公開されている。

か きつ

��	
��
���������

播磨国の豪族であった赤松氏が歴史の表舞台に躍

り出たのは赤松則村（円心）の時であった。元弘３

年（１３３３），後醍醐天皇側に立って挙兵した則村は，

各地で鎌倉幕府軍を破るなどの功績をあげた。しか

し，関係の深かった護良親王が失脚したこともあっ

て，則村は播磨国の守護職を解任されるなどの冷遇

を建武政権内で受けることになる。このこともあっ

て，足利尊氏が建武政権に反旗を翻すとこれに呼応

し，以後尊氏を支えて室町幕府の創業に多大な功績

を挙げた。こうして赤松氏は播磨・備前・美作（一

時的に摂津も）の守護となり，四職（侍所の長官を

務める４家）の一角を占める幕府の重鎮となった。

上月文書の中に，赤松勢の一員として各地を転戦

したであろう上月氏が，足利尊氏から受け取った軍

勢催促状（出陣を命令する文書）や感状（戦功を挙

げた将士に与える褒状）の写が何点か残されている。

次に挙げるのはそのひとつである。

＊ 徳島県立文書館

上月文書の世界

地方史班（徳島地方史研究会）

徳野 隆＊

要旨：東みよし町在住の井口氏に伝来されてきた上月（こうづき）文書の概要を紹介する。上月氏は播磨国（兵

庫県）などを支配していた赤松氏の一族で重臣である。上月文書は南北朝の争乱，嘉吉の乱による赤松氏滅亡

と長禄の変による復活，応仁の乱と戦国の下克上など，激動の時代を物語る一級史料である。

キーワード：赤松氏，上月氏，長禄の変，応仁の乱
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足利尊氏感状写５）

於八幡合戦、致忠節之由、赤松帥律師則祐所注申

也、尤以神妙、弥可抽戦功之状如件

観応三年六月十三日 「尊氏」（追筆）

御判

上月新兵衛殿

観応３年（文和元年・１３５２ 南朝年号は正平７年）
うるう

の閏２月から５月にかけて，現在の京都府八幡市で

南北朝両軍による男山八幡の戦いが繰り広げられた

が，これはその戦いで活躍した上月新兵衛に尊氏が

発給した感状の写（原本は無し）である。

このような赤松氏と上月氏の運命が暗転したのが

嘉吉の乱であった。将軍の権威・権力の回復を企図

していた当時の６代将軍足利義教は，有力守護大名

の家督相続に積極的に介入し，自分の腹心の者を当

主に就けようとしていた。このような動きに危機感

を抱いた赤松氏の当主満祐は，嘉吉元年（１４４１）６

月に自邸に招いた将軍義教を暗殺するという挙に出

る。幕府軍の追討を受けた赤松氏は滅亡し，その領

国の多くは追討軍の中心となった山名氏のものと

なった。こうして赤松氏の家臣の多くは故郷を追わ

れ，上月氏も本貫地である上月を失うこととなった。

しん じ
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嘉吉の乱の記憶も生々しかったであろう嘉吉３年

９月，今度は後南朝（南北朝合一後も抵抗を続けた

旧南朝勢力）の一派が内裏を襲撃するという大事件

が発生する。後花園天皇は危うく難を逃れ，三種の

神器の剣と神璽（玉）を奪い取って比叡山に立て籠

もった後南朝一派は幕府軍の追討を受けて壊滅す

る。奪われた神器のうち剣は発見されるが神璽は行

方不明となり，後に吉野山中で抵抗を続けていた別
きんけつ

の後南朝勢力である自天王の手に入る。これが禁厥

の変である。幕府軍による奪還作戦は難航を極めた

ようで，ついに御家再興を目指していた赤松氏に神

璽奪還の密命が下る。

ここでは「南方御退治条々」その他の資料もとに，
てん

神璽奪還作戦（年号から長禄の変と呼ばれる）の顛
まつ

末を述べることにする。

おそらく康正２年（１４５６）に神璽奪還を命ずる朝

りん じ

廷の綸旨（天皇の意を受けて蔵人が発給する文書）
ご ないしょ

と幕府の御内書（将軍が私信の形で発給する文書）

が下された赤松氏側は，その作戦の困難さから一端

はこれを断っている。これに対して，朝廷・幕府と

赤松氏の仲介をしていた右大臣（後に左大臣）三条

実量の働きかけもあって，成功の暁には赤松一族の

政則に加賀北半国守護職や備前国新田庄などを，本

領の播磨などを奪還するまでの「替之地」として与

えることが明記された御内書が再度下されている。

こうして決死の奪還作戦に臨むことを決意した赤松

遺臣たちは，康正２年１２月に大和国宇智郡に集結し，

そこから吉野山中へと入っていった。上月文書の中

には，この直前に上月満吉が嫡女の五々にあてた譲

状が残されている。

上月満吉一跡譲６）

ゆつりわたす一せきの事

右、御屋かたさまへ、ちよくちやうならひに上意

としておほせいたされ、御やくそくのしさひあり

て、南方よしの山なんていの両宮へまかりむかひ

候、もし御ほんゐのことく仕候共、二たひかつる

へき事かたく候、一跡の事わ、ちやく女の五々に

ゆつりわたし候、とうみやう中あひかたらひ、ち

うせつをも申たて、しそんはんしやう候ハん事、

満吉ほんもうたるへく候、仍ゆつり状如件

上月左近将監

康正二年丙子十一月三日 満吉（花押）

五々へ まいる

【大意】
ちょくじょう

御屋形様（赤松政則）に勅諚（勅命）と将軍様

の上意（「南方御退治条々」では綸旨と御内書）が

下された。（赤松家再興についての）御約束の子

細があって，私は南方吉野山の南朝の両宮のもと

へ向かうことになった。もし成功しても再び帰っ

てくることは困難である。財産などは全て嫡女の

五々に譲り渡す。一族中がよく相談し，忠節など

も申し立てて，子孫が繁栄してくれれば私は本望

である。譲状は以上の通りである。

上月左近将監

康正二年丙子十一月三日 満吉（花押）
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五々へ 参る

武人としての意気地と共に父親としての愛情がに

じみ出た“遺言状”といえるであろう。

吉野山中に入った赤松遺臣たちは，自天王と弟の

忠義王のもとを訪れ，「同じく北朝＝室町幕府に恨

みを持つ者として南朝方にお味方したい」と申し出

た。南北朝の戦いで北朝方の主力として活躍した赤

松氏を，両宮をはじめとする後南朝方は信用しな

かったが，時間の経過とともに警戒も薄れていった。

両宮のもとを訪れてから一年が経過した長禄元年

（１４５７）１２月，二手に分かれた赤松遺臣はそれぞれ

吉野北山の自天王と同じく河野の忠義王の屋形を襲

撃し，両王を殺害して神璽の奪還に成功した。この

とき，上月満吉は忠義王の頸を討ち取る手柄を挙げ

ている。赤松遺臣たちは山道を逃走するが，後南朝

を支持する吉野郷民の追撃を受け，赤松方に多数の

死者が出て両宮の首級と神璽も奪い返されてしま

う。奪還作戦に失敗した赤松遺臣たちは態勢を立て

直し，協力者を得て翌年再び吉野に潜入。神璽を保

管していた自天王の母の屋形からこれを奪い取り，

京都に持ち帰ることに成功した。これが有名な長禄

の変である。１０年以上にわたって後南朝に奪われて

いた神璽を奪回した赤松氏の功績は高く評価され，

当時４歳だった赤松政則の家督相続と加賀北半国守

護就任が認められた。

赤松政則の加賀北半国守護就任により，それまで

同地の守護であった富樫成春は追放される。当然の

ことながら，赤松氏が加賀での支配を開始するに当

たっては富樫勢力との武力衝突が展開されたようで

ある。「南方御退治条々」の中には「加賀国数ヶ度

合戦」という文言があり，加賀国笠間合戦での上月

満吉の勲功に対して，赤松氏の重臣が幼少の赤松政

則にかわって連名で出した感状７）が「上月文書」の

中に残されている。

「南方御退治条々」は事件から約２０年が経過した

文明１０年（１４７８）に，この奪還作戦に参加した上月

満吉が堀秀世との連名で書き記したものである。そ

の最後は，「右条々、時宜有様大概如此、然入山之

人数中、于今相残上月左近将監（満吉）存生仕、為

末代之証拠，山中公私存知前、旁申達、記憶之者也、

仍大概如件」と結ばれている。奇跡的な奪還作戦の

体験者のみが語りうる貴重な記録といえるであろ

う。
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嘉吉の変により赤松の旧領を獲得し，幕府内での

地位を強固にしていた山名持豊（宗全）は赤松氏の

復活に猛反発し，赤松氏を支援する細川勝元との対

立が本格化するひとつの要因となっていった。応仁

元年（１４６７），将軍家や斯波・畠山など有力守護大

名の家督争いと，細川勝元・山名宗全の権力闘争が

複雑に絡み合って応仁の乱が勃発する。

本領である播磨などの奪還を目指す赤松氏は，細

川勝元率いる東軍の一翼を担って奮戦する。その中

には上月満吉もいた。

赤松政則軍勢催促状８）

昨日廿一日以讃州（細川成之 阿波・讃岐などの

守護）・右馬頭（細川持賢か 摂津分郡守護）・公

方御勢、可有合戦候由被仰出候、目出度候、然

者、早々国衆引率、可有参洛候、片時延引候て者

不可然候、恐々謹言

八月廿二日 政則（花押）

上月左近将監殿

応仁元年５月に本格的な戦闘がはじまった応仁の

乱は当初東軍が優勢であったが，８月２３日には大内

政弘らの大軍が入京したために西軍優位に形勢は逆

転した。なお，このとき摂津に展開していた赤松勢

は大内勢の入京阻止に失敗し，大内勢を追って入京

している。この赤松政則の軍勢催促状はこのような

情況で出されたものである。

赤松政則感状９）

於去十八日岩倉山合戦、忠節感悦至候、恩賞事可

相計候、弥戦功憑入候、恐々謹言

九月廿八日 政則（花押）

上月左近将監殿

赤松政則感状１０）

去四日、於相国寺鹿苑院、被官上津屋孫三郎討死、
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粉骨無比類、能々可被感候、恐々謹言

十月六日 政則（花押）

上月左近将監殿

前者は応仁元年９月に行われた東岩倉の戦い，後

者は１０月に行われた相国寺の戦いにおける上月満吉

の奮戦に対して赤松政則が出した感状である。応仁

の乱の中でも激戦として知られる相国寺の戦いで

は，上月満吉の被官（家臣）上津屋孫三郎が討死し

ている。
こうちゃく

やがて京都での戦局は膠着し，戦闘は地方へと波

及する。

細川勝元軍勢催促状１１）

摂州出陣事、連々兵部少輔殿（赤松政則）江雖

申候、于今延引候、早々被進発候者、一段可為忠

節候、尼崎陣取事可然候、来十日於京都就合戦之

儀、申合子細候、其已前陣取肝要、恐々謹言

三月廿七日 勝元（花押）

上月左近将監殿

細川勝元の領国であった摂津国は東西両軍の激戦

地となっており，赤松勢も各地で西軍と激闘を繰り

返していた。京都と西国を結ぶ交通の要衝である上

に，奪還を悲願としていた播磨と隣接する摂津国で
き すう

の戦いの帰趨は，赤松氏にとって極めて重大な意味

を持っていたと考えられる。上月文書の中にも，摂

津での戦闘に際して足利義政や細川勝元，赤松政則

から上月満吉宛に発給された文書が何通か残されて

いる。ここにあげたものもその一つで，年記はない

が，以前から赤松政則に指示していた尼崎への速や

かな出陣を上月満吉に促す細川勝元の軍勢催促状で

ある。東軍の主将から直接の文書が発給されるほど

の地位を，上月満吉が赤松勢の中で有していたこと

がうかがえる。

応仁の乱勃発直後から播磨・備前・美作では赤松

遺臣が武装蜂起し，山名勢との激闘の末にこれを駆

逐した。赤松政則は応仁の乱の功績によって播磨・

備前・美作の守護職と侍所頭人の地位を獲得し，こ

こに赤松氏は完全復活を遂げる。しかし，播磨など

の再奪還をめざす山名氏との抗争はしばらく続くこ

とになる。

上月文書の中には，上月満吉が文明１３年（１４８１）
げん き

にしたため，子孫の上月次郎太郎が元亀２年（１５７１）

に写した「上月満吉所々知行目録案」１２）が残されて

いる。これによると，播磨国の中西部や美作国の各

地に上月氏の所領は散在していた。しかし，この文

書では「作用内、名字之地峠名之事」は「不知行分

所々事 訴訟分」に含まれており，上月氏は本貫地

である上月及び上月城への復帰は果たせなかったよ

うである。
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播磨に再入国した赤松政則は，嘉吉の乱以前に赤

松氏が拠っていた白旗城（兵庫県赤穂郡）ではなく，
おきしお

置塩城（兵庫県姫路市 残された史料から当時は「お

しお」と読んでいたと思われる）を文明元年（１４６９）

に築いて，ここを新たな赤松氏の居城とした。先に

挙げた「上月満吉所々知行目録案」には「置塩庄内、

堀部・太田・黒田、両三人分」とあり，上月氏は置

塩にも所領を有していたことがわかる。

赤松氏中興の祖であり，幕府内でも重きをなして

いた政則は明応５年（１４９６）に死去し，跡を継いだ

養子の赤松義村は重臣の浦上村宗に殺害されてしま

う。その後の赤松氏は一族内の対立に加え，浦上・

小寺・別所など有力家臣の自立，尼子氏などの侵攻

にさらされて急速に勢力は衰退していく。この間，

上月氏は赤松氏に従っていたようで，置塩城に詰め

ていた時期もあったようである。

浦上宗景書状１３）

其許被成御在城、昼夜無懈怠御奉公之由、殊御番

等、堅固ニ御機遣之通、尤可然候、今 少間之事

候間、弥御心懸専一ニ候、今度三木衆、国衙表相

動之処、日々御□□御合力之由、於我等本望候、

急度可令出張候間、弥御馳走簡要候、為御見舞、

小嶋左馬允罷上候、委細可申入候、恐々謹言

「元亀弐」（押紙） 浦上

七月九日 宗景（花押）

上月次郎太郎殿

御宿所

浦上宗景は浦上村宗の子で，備前国を支配してい

上月文書の世界／地方史班
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た戦国大名である。当時は旧主である置塩城の赤松

氏と結び，毛利氏や播磨国三木城の別所氏と対立し

ていた。この元亀２年（１５７１）７月９日付の書状か

らは，上月氏が置塩城に定期的に詰めていたこと，

三木衆（別所氏）との戦闘に出動していたことがわ

かる。また，「上月文書」の中には，置塩城を襲っ

た敵（誰かは不詳）を撃退したときの上月氏の奮戦

を賞する，書写山円教寺塔頭龍象院主の書状１４）も残

されている。
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天正５年（１５７７），羽柴秀吉率いる織田軍が本格

的に播磨国に侵攻してくる。旧守護としての権威を

利用してわずかに命脈を保っていた置塩城５代目の

城主赤松則房もこれに従う。置塩城は天正８年ころ

に廃城となり，その資材の一部は姫路城に活用され

た。

一方，播磨・備前・美作の国境付近の要衝の地に

ある上月城は諸勢力の間で攻防が繰り広げられてい

た。弘治３年（１５５７），赤松氏の一族である赤松政

元が入城し，子の政範の代まで「西播磨殿」と称さ

れる一大勢力を築き上げる。天正５年，織田軍の攻

撃を受けた上月城は落城し，毛利氏に奪われた領国

の奪還を目指して織田に頼っていた尼子勝久にその

守備がゆだねられる。翌天正６年，毛利軍が上月城

に来襲し，羽柴秀吉の救援もかなわず尼子勢は降伏

する。尼子勝久は自害し，尼子遺臣団の中心となっ

て活動していた山中幸盛（鹿之介）は護送中に毛利

方によって殺害される。こうして上月城も廃城とな

る。悲運の英雄と讃えられ，戦前には教科書等にも

広く採りあげられていた山中鹿之介の最後の戦いの

場所となったことでも，この上月城の名は歴史に留

められることとなった。

天正１３年（１５８５），赤松則房は秀吉から阿波国板

野郡内に１万石の所領を与えられた。則房は板野郡

住吉村（現藍住町）の住吉城を与えられ，名東郡佐

古（現徳島市）にも屋敷を構えたとされている。彼

は旧領の名を取って「置塩殿」と呼ばれ，その所領

も「置塩領」と称されていた。しかし，ほどなくし

て赤松氏は断絶し，「置塩領」も蜂須賀氏に与えら

れることになった。この赤松宗家の阿波移封から滅

亡にかけての動きは上月氏にも大きな影響を与えた

と考えられるが，その間の動きを示す史料は残念な

がら残されていない。
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以上，上月文書を通して赤松氏・上月氏の動きを

略述してきた。これを見てもわかるように，上月文

書は南北朝～戦国期の播磨や畿内の動きを考察する

上での一級史料である。

また，これだけの分量の中世文書が一括して徳島

県内に保存されてきたことも非常に希有なこととい

える。

文末ながら，この貴重な史料を大切に守り伝えて

こられた井口家の皆様に御礼の言葉をのべさせてい

ただきます。

本稿は平成２４年７月２７日の阿波学会総合学術調査

結団式で行った講演に加筆したものである。

注

１）金原祐樹（２００３）：「井口家（上月文書）の近世史料と伝来」
『徳島県立文書館研究紀要第４号』 ４８－５４頁 徳島県立文書
館

２）続群書類従完成会（１９２３）
３）イクチ００１３０（徳島県立文書館寄託井口家文書整理番号 以
下同じ）

４）兵庫県史編集専門委員会（１９９７）：『兵庫県史史料編 中世
九 古代補遺』 ２４８－２９３頁 兵庫県

５）イクチ０００４７
６）イクチ００００５ 古文書の解読文に関しては読点を補正（以下
同じ）

７）イクチ００００６・イクチ０００６１
８）イクチ０００７５
９）イクチ０００７３
１０）イクチ０００５９
１１）イクチ０００６６
１２）イクチ００１３６
１３）イクチ０００９０
１４）イクチ００１１２
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